
6月13日、総合的な学習の時間の一環と
して、大野田小学校の3年生95名が、市
役所見学に訪れました。7階の本会議場
では、市についてのさまざまな質問が飛
び交いました。
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第
2
回

市
議
会
定
例
会

第
三
回

市
議
会
定
例
会

九
月
五
日
か
ら
開
か
れ
た
第
三
回
定
例
会

は
、
十
月
四
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
今
議
会
で

は
、
平
成
十
三
年
度
の
各
会
計
の
決
算
の
認
定

や
、
山
x
倫
子
氏
を
名
誉
市
民
に
推
挙
し
た
名

誉
市
民
の
選
定
の
同
意
、
つ
き
ま
と
い
勧
誘
行

為
を
指
導
す
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
や
ノ
ー
レ

ジ
袋
市
民
モ
ニ
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
含
む
補

正
予
算
等
の
議
決
の
ほ
か
、
十
七
議
員
か
ら
一

般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
九
月
十
八

日
に
、
用
途
地
域
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
全
員

協
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
左
記
参
照
）。

武蔵野市議会だより武蔵野市議会だより
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平
成
十
三
年
度
の
決
算
が
十
月
四

日
の
本
会
議
で
賛
成
多
数
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会
計

な
ど
四
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計

は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

実
質
四
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行

い
、
二
日
の
最
終
日
に
賛
成
多
数
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
（
二
・
三
面
に
決

算
特
別
委
員
会
審
査
概
要
を
掲
載
）。

四
日
の
本
会
議
で
は
、
平
成
十
三

年
度
一
般
会
計
、
下
水
道
事
業
会

計
・
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
・
老

人
保
健
（
医
療
）
会
計
・
介
護
保
険

事
業
会
計
の
四
特
別
会
計
、
水
道
事

業
会
計
の
各
決
算
に
つ
い
て
、
忠
地

決
算
特
別
委
員
長
が
委
員
会
で
の
審

査
経
過
の
報
告
を
行
い
、
そ
れ
に
対

す
る
質
疑
の
後
、
日
本
共
産
党
武
蔵

野
市
議
団
、
市
民
の
党
の
代
表
が
反

対
、
社
会
民
主
党
・
市
民
会
議
、
市

民
ク
ラ
ブ
、
市
議
会
公
明
党
、
民

主
・
市
民
ネ
ッ
ト
、
自
由
民
主
ク
ラ

ブ
の
代
表
が
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
後
、
各
会
計
決
算
は
賛
成

多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

用
途
地
域
見
直
し
の
議
論
ス
タ
ー
ト

九
月
十
八
日
の
全
員
協
議
会
に
お

い
て
、
用
途
地
域
等
の
見
直
し
に
つ

い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
東
京
都
が
今
年
七
月
、

「
東
京
の
新
し
い
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
実
現
す
る
た
め
に
策
定
・
公
表
し

た
「
用
途
地
域
等
に
関
す
る
指
定
方

針
及
び
指
定
基
準
」
に
基
づ
い
て
、

本
市
が
用
途
地
域
を
見
直
す
も
の
で

す
。「
東
京
の
新
し
い
都
市
ビ
ジ
ョ

ン
」
で
は
、
東
京
都
の
土
地
利
用
が

五
つ
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
細

な
土
地
利
用
方
針
や
地
区
計
画
の
活

用
な
ど
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
①

住
環
境
の
保
全
及
び
向
上
に
配
慮

し
、
安
易
な
緩
和
は
行
わ
な
い
②
都

市
活
力
の
維
持
・
発
展
と
住
環
境
等

の
調
和
に
配
慮
す
る
③
道
路
等
の
都

市
基
盤
整
備
の
進
展
、
土
地
利
用
転

換
の
実
態
等
を
勘
案
し
な
が
ら
適
切

な
見
直
し
を
行
う
、
の
三
点
で
す
。

今
後
、
市
民
の
意
見
や
要
望
を
聞

い
た
う
え
で
市
の
素
案
を
作
成
し
、

そ
の
後
、
住
民
説
明
会
を
開
く
な
ど

し
て
来
年
の
七
月
頃
を
メ
ド
に
市
案

を
都
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

今
後
全
員
協
議
会
も
必
要
に
応
じ
て

開
催
し
、
議
論
を
深
め
ま
す
。

都
は
こ
れ
を
受
け
て
素
案
を
作
成

し
、
素
案
の
縦
覧
・
公
聴
会
の
開

催
・
市
へ
の
意
見
紹
介
等
の
手
続
を

経
て
、
平
成
十
六
年
五
月
に
東
京
都

都
市
計
画
審
議
会
に
諮
問
し
、
都
市

計
画
決
定
の
告
示
を
す
る
予
定
で

す
。

平
成
13
年
度
決
算
を
認
定



忠地幸寿
決算特別委員長
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問

当
初
予
算
と
歳
入
決
算
額
の
差

が
大
き
い
。
適
正
に
見
積
も
る
べ
き
。

答

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
法
人
市
民
税
収
入
を

差
し
引
く
と
、
ほ
ぼ
例
年
ど
お
り
だ
。

問

中
高
年
齢
者
・
障
害
者
の
雇
用

創
出
事
業
の
実
績
に
対
す
る
評
価
は
。

答

本
市
行
政
規
模
で
は
相
当
数
だ
。

問

学
校
施
設
整
備
基
金
を
設
置
し

た
経
過
や
理
由
を
伺
う
。

答

将
来
の
教
育
の
た
め
に
と
考
え

て
い
た
と
こ
ろ
、
大
野
田
小
学
校
の

耐
震
性
の
問
題
も
出
て
き
た
た
め
だ
。

問

今
後
の
退
職
金
を
ど
う
考
え
る
か
。

答

国
の
状
況
等
を
見
て
検
討
し
た
い
。

問

市
税
の
不
能
欠
損
の
う
ち
、
自

己
破
産
者
な
ど
の
割
合
を
伺
う
。

答

約
一
億
五
千
五
百
万
円
中
、
生

活
困
窮
の
恐
れ
が
あ
る
も
の
が
約
千

六
百
万
円
、
倒
産
等
で
裁
判
所
に
交

付
要
求
し
た
が
、
配
当
が
な
か
っ
た

分
が
約
六
千
万
円
で
あ
る
。

問

国
保
税
の
値
上
げ
の
基
準
は
。

答

財
政
規
模
や
財
政
力
、
国
保
会
計

の
原
則
等
を
踏
ま
え
判
断
し
た
い
。

問

市
区
長
会
の
今
後
の
展
望
は
。

答

大
き
な
意
義
を
持
つ
。
一
層
こ

れ
ら
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

問

高
額
所
得
者
等
が
住
み
よ
い
環

境
を
つ
く
り
、
市
税
を
ふ
や
す
努
力

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

用
途
地
域
の
変
更
等
に
よ
り
、

風
格
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
た
い
。

決算特別委員会は昨年度の市の予算が適正に執行されたかを審査するものです。９月
２０日、委員１１名からなる決算特別委員会を設置し、正副委員長を選出しました。決算
の審査は、９月２５日から１０月２日までの実質４日間で行われました。一般会計及び４特別
会計の歳入決算総額、８９９億６，７６４万８千円、同歳出決算総額、８６８億２，７４２万４千円
で３１億４，０２２万４千円が翌年度へ繰り越されました。また、水道事業会計の収益的収
入及び支出は、差し引き２億５，７４１万３千円（消費税等控除後）の純利益となりました。
以下は各委員から、昨年度の予算執行について論議が行われた決算特別委員会の審

査概要です。

学
校
施
設
整
備
基
金
設
置
理
由
は

問

市
債
の
利
払
い
額
と
基
金
か
ら

の
利
子
と
の
差
が
大
き
い
。
市
債
の

借
り
か
え
や
繰
り
上
げ
償
還
を
行
う

考
え
は
な
い
の
か
。

答

市
債
の
大
半
は
政
府
資
金
で
、

繰
り
上
げ
償
還
は
認
め
ら
れ
な
い
。

問

保
育
料
の
滞
納
者
に
つ
い
て
の

対
応
を
伺
う
。

答

電
話
に
よ
る
督
促
、
降
園
時
に

直
接
保
護
者
に
会
う
な
ど
し
て
い
る
。

問

使
用
料
・
手
数
料
の
改
定
の
経

過
と
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答

四
年
ご
と
に
原
価
計
算
を
行
い

見
直
し
て
い
る
。
四
年
と
い
う
の
は
、

市
長
・
議
員
の
任
期
内
に
一
度
は
検

討
す
る
の
が
、
経
営
に
参
画
す
る
立

場
に
あ
る
者
の
責
任
で
あ
る
、
と
の

考
え
に
基
づ
い
て
い
る
。

使
用
料
改
定
の
考
え
方
は

問

緊
急
一
時
保
育
事
業
の
需
要
が

ふ
え
た
場
合
、
子
ど
も
テ
ン
ミ
リ
オ
ン

ハ
ウ
ス
を
活
用
し
て
い
く
考
え
は
。

答

子
ど
も
テ
ン
ミ
リ
オ
ン
ハ
ウ
ス
で
も

対
応
で
き
る
が
、
従
来
の
緊
急
一
時
保

育
事
業
も
拡
充
し
た
い
。

問

学
童
ク
ラ
ブ
、
保
育
園
、
特
養
の

不
足
は
明
ら
か
で
、
施
設
整
備
の
必
要

性
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

学
童
ク
ラ
ブ
、
保
育
園
に
つ
い
て
の

需
要
は
一
定
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
お
り
、

十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。
特
養
に
つ
い

て
は
不
足
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問

知
的
障
害
者
入
所
施
設
整
備
事

業
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答

国
立
市
に
あ
る
知
的
障
害
者
入

所
更
生
施
設「
わ
か
ば
の
家
」に
お
け
る

ベッ
ド
二
床
の
確
保
料
で
あ
る
。

問

行
政
は
市
民
社
会
福
祉
協
議
会

と
、
ど
の
よ
う
に
役
割
を
分
担
し
て
い

く
の
か
。

答

今
年
の
六
月
に
市
民
社
協
で
地
域

福
祉
活
動
推
進
計
画
策
定
委
員
会
を

設
置
し
た
。
委
員
に
は
市
の
部
長
も
入

っ
て
お
り
、
活
動
計
画
を
作
る
中
で
方

針
を
示
し
て
い
き
た
い
。

問

知
的
障
害
者
の
探
索
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
決
算
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

答

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
計
画
し
た
が
、

実
際
は
申
請
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
だ
。

市
民
社
協
と
の
役
割
分
担
は

気
象
観
測
装
置

増
設
の
理
由
は

総
括
質
疑

歳
　
　
　
入

民
　
生
　
費

消
　
防
　
費

問

情
報
公
開
条
例
改
正
後
、
開
示

請
求
の
件
数
・
内
容
等
に
変
化
は
あ
っ

た
の
か
。

答

特
に
変
化
は
な
い
。

問

委
託
料
の
割
合
が
大
き
い
と
考

え
る
が
理
由
を
伺
う
。

答

Ｉ
Ｔ
化
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
等
、

各
種
事
業
を
充
実
さ
せ
た
た
め
だ
。

問

委
託
で
行
っ
て
い
る
廃
棄
文
書
リ

サ
イ
ク
ル
業
務
の
個
人
情
報
保
護
体
制

を
伺
う
。

答

本
市
職
員
の
立
ち
会
い
の
も
と
、

破
棄
し
て
い
る
。

問

中
央
市
政
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

る
夜
間
窓
口
業
務
は
他
の
セ
ン
タ
ー
で

も
実
施
す
る
の
か
。

答

現
在
の
取
り
扱
い
は
一
日
十
三

件
程
度
で
あ
り
、
当
面
一
館
で
対
応
し

た
い
。

問

本
年
四
月
か
ら
導
入
し
て
い
る
低

入
札
価
格
調
査
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

答

一
定
以
下
の
入
札
金
額
に
対
し
、

そ
の
価
格
で
施
工
し
た
場
合
、
最
低
賃

金
が
確
保
さ
れ
る
の
か
等
に
つ
い
て
調

査
す
る
。

問

炊
き
出
し
釜
な
ど
の
備
品
は
、
訓
練

時
以
外
で
も
貸
し
出
し
を
す
べ
き
で
は
。

答

現
在
も
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
積

極
的
に
貸
し
出
し
て
い
き
た
い
。

問

気
象
観
測
装
置
増
設
の
理
由
を
伺

う
。

答

近
年
、
雨
の
降
り
方
に
変
化
が
見

ら
れ
る
た
め
、こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
だ
。

商
店
街
と
地
域
と

の
結
び
つ
き
を

農
業
・
商
工
費

答

糖
尿
病
予
防
教
室
の
ほ
か
、
一
般
的

な
啓
蒙
と
し
て
健
康
講
座
も
行
っ
て
い
る
。

問

国
の
健
康
増
進
法
や
東
京
都
の
健

康
推
進
プ
ラ
ン
に
対
す
る
本
市
の
対
応
は
。

答

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
、
内
部
で
協
議
中
で
あ
る
。

問

違
反
広
告
物
の
チ
ェッ
ク
を
、
ご
み
収

集
を
行
う
職
員
に
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

答

作
業
の
安
全
確
保
が
第
一
で
難
し
い
。

※
Ｓ
Ｐ
Ｍ

浮
遊
粒
子
状
物
質
。
粒
子
状
汚
染
物
質
の

う
ち
、直
系
が
10
ミ
ク
ロ
ン
以
下
の
も
の
。

慢
性
の
呼
吸
器
疾
患
の
原
因
と
さ
れ
る
。

ム
ー
バ
ス
新
路
線

の
路
線
図
設
置
を

土
　
木
　
費

問

三
鷹
駅
北
口
に
ム
ー
バ
ス
新
路

線
が
で
き
た
が
、
始
発
の
バ
ス
停
に

路
線
図
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

答

ル
ー
ト
変
更
及
び
バ
ス
停
の
増

設
に
伴
い
、
現
在
準
備
し
て
い
る
。

問

吉
祥
寺
で
の
放
置
自
転
車
や
暴

走
自
転
車
へ
の
対
策
は
。

答

近
隣
の
銀
行
の
駐
車
場
を
、
土

日
、
祝
日
に
駐
輪
場
と
し
て
借
り
て

い
る
。
今
後
も
検
討
し
た
い
。
暴
走

自
転
車
に
は
、
看
板
の
設
置
等
で
モ

ラ
ル
向
上
を
求
め
て
い
る
。

問

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事

業
で
、
道
路
施
工
に
透
水
ブ
ロ
ッ
ク

を
使
っ
て
い
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

雨
天
時
の
す
べ
り
止
め
や
、
水

の
跳
ね
上
げ
防
止
等
を
図
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｐ
Ｍ
悪
化
へ
の
対
応
は

衛
　
生
　
費

問

東
京
都
全
体
で
※

Ｓ
Ｐ
Ｍ
の
数
値
が

悪
化
し
て
い
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

答

低
公
害
車
の
導
入
等
に
努
め
た
い
。

問

予
防
接
種
の
医
療
廃
棄
物
処
理
は
、

ど
の
よ
う
な
経
過
で
行
う
の
か
。

答

専
門
業
者
で
あ
る
西
東
京
医
師
協

同
組
合
に
委
託
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
相

模
原
の
産
廃
業
者
で
処
理
を
行
う
。

問

充
電
式
電
池
の
回
収
率
を
上
げ
る

た
め
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

市
報
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
周
知
す
る
。

問

糖
尿
病
予
防
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
事
業
を
行
い
、Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
の
か
。

情
報
公
開
条
例

改
正
後
の
変
化
は

総
　
務
　
費

問

フ
レ
ッ
シ
ュ
サ
ラ
ダ
作
戦
に
つ
い

て
、
生
産
者
に
負
担
が
か
か
る
現
状

を
見
直
し
て
い
く
考
え
は
。

答

生
産
者
と
協
議
し
、
対
象
品
目

を
拡
大
し
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問

商
工
会
館
一
階
地
域
情
報
コ
ー

ナ
ー
の
利
用
状
況
を
伺
う
。

答

パ
ソ
コ
ン
利
用
者
が
十
カ
月
で
延

べ
一
万
人
強
、
イ
ベ
ン
ト
来
場
者
が
九

十
日
間
で
二
千
人
程
度
で
あ
る
。

問

商
店
街
が
商
業
以
外
の
面
で
地

域
と
結
び
つ
く
施
策
は
あ
る
か
。

答

武
蔵
境
の
富
士
見
通
り
に
※

コ
ミ

ュ
ニ
ティ
ス
タ
ジ
オ
を
設
置
す
る
。

問

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
麦
わ
ら
帽
子

に
市
の
特
産
物
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
展
開
を
伺
う
。

答

特
産
物
で
は
な
い
が
、
市
内
産
農

産
物
を
販
売
し
て
い
る
。
三
鷹
、
武
蔵

境
地
区
で
臨
時
店
舗
を
出
し
て
み
た
い
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
ス
タ
ジ
オ

商
店
街
内
で
商
業
者
と
地
域
住
民
を

結
ぶ
場
と
し
て
、
休
憩
所
ほ
か
複
合

的
な
機
能
を
有
す
る
施
設
。

▲ムーバス4号路線も好調なスタート
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歳　入�
63,058,852�

人口一人当たり　479,944円�
一世帯当たり　957,934円�

国庫支出金�
3,187,974　　5.1%�
繰入金�
2,187,881　　3.5%�
地方消費税交付金�
1,679,107　　2.7%�
地方特例交付金�
1,522,877　　2.4%�
使用料及び手数料�
1,449,808　　2.3%�
諸収入�
1,430,569　　2.3%�
市 　債�
1,334,900　　   2.1%

利 子 割 交 付 金 �
財 産 収 入 �
分担金及び負担金�
自動車取得税交付金�
地 方 譲 与 税 �
地 方 交 付 税 �
交通安全対策特別交付金�
寄 附 金 �
特別地方消費税交付金�
�

1,086,719  1.7%�
456,378  0.7%�
347,762  0.5%�
272,164  0.4%�
229,952  0.4%�
65,006  0.1%�
20,982  0.0%�
9,008  0.0%�
3,213  0.0%

都支出金�
3,464,527   5.5%

繰越金�
3,828,443  6.1%

市　税�
40,481,582�
64.2%

問

少
人
数
学
級
に
つ
い
て
の
所
見
は
。

答

市
独
自
で
国
基
準
を
下
回
る
設

定
は
で
き
な
い
。
本
市
で
は
習
熟
度

別
指
導
を
行
う
な
ど
工
夫
し
て
い
る
。

問

ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の

評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

答

礼
儀
正
し
く
、
今
の
若
者
を
見

直
し
た
、
と
の
声
を
聞
く
。

問

中
学
校
給
食
の
検
討
状
況
は
。

答

長
期
計
画
に
基
づ
き
中
学
校
の

昼
食
の
あ
り
方
等
を
検
討
し
て
い
く
。

問

国
語
な
ど
の
基
礎
学
力
向
上
の

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答

国
語
に
つ
い
て
は
特
に
し
っ
か

り
と
勉
強
す
る
必
要
が
あ
る
。
適
正

な
言
語
表
現
の
で
き
る
子
ど
も
を
育

て
る
た
め
に
研
究
を
し
て
い
る
。

問

ト
イ
レ
清
掃
を
子
ど
も
に
さ
せ

る
こ
と
は
教
育
上
効
果
が
あ
る
こ
と

だ
と
考
え
る
が
、
現
状
を
伺
う
。

答

負
担
に
な
ら
な
い
範
囲
で
児
童

に
行
わ
せ
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

問

未
来
を
ひ
ら
く
は
た
ち
の
つ
ど

い
の
実
施
状
況
を
伺
う
。

答

参
加
率
は
四
七
・
三
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
り
、
整
然
と
行
わ
れ
た
。

問

教
科
書
採
択
に
関
す
る
総
括
を
。

答

誠
心
誠
意
研
究
を
し
、
協
議
を

重
ね
採
択
を
適
正
に
行
っ
た
。

問

吉
祥
寺
の
臭
気
に
つ
い
て
行
っ

た
調
査
の
結
果
を
伺
う
。

答

主
な
原
因
は
ビ
ル
の
排
水
槽
か

ら
流
れ
る
硫
化
水
素
だ
っ
た
。
現
在

予
備
調
査
と
し
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
を

密
閉
し
た
状
態
で
の
ガ
ス
の
流
れ
方

な
ど
を
調
べ
て
い
る
。

問

洗
管
方
法
と
費
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答

水
道
管
内
の
流
速
を
二
〜
三
倍

に
上
げ
て
行
う
。
費
用
は
千
六
百
四
十

八
万
七
千
七
百
五
十
円
で
あ
る
。

問

繰
越
利
益
剰
余
金
十
一
億
二
千

七
百
万
円
余
は
今
後
何
に
使
う
の
か
。

答

毎
年
一
定
の
割
合
で
積
み
立
て
た

も
の
で
、
今
後
の
建
設
事
業
や
企
業
債

の
償
還
に
充
て
て
い
く
。

問

増
圧
直
結
給
水
方
式
の
防
災
面

か
ら
の
評
価
を
伺
う
。

答

増
圧
直
結
給
水
方
式
で
水
質
は

改
善
す
る
が
、
集
合
住
宅
の
受
水
槽
が

な
く
な
る
と
、
災
害
時
の
水
の
確
保
の

点
で
問
題
は
出
て
く
る
。

〈
一
般
会
計
、
四
特
別
会
計
〉

審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
書
及
び
付
属
書
類
は
、
法
令
に

準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
決
算
の

計
数
は
、
関
係
諸
帳
簿
及
び
証
拠
書
類

と
照
合
し
た
結
果
、
誤
り
は
な
い
も
の

と
認
め
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
に
伴
う
会
計
事
務
処
理
は
法

令
等
に
従
っ
て
適
正
に
執
行
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
基
金
の
運
用
状
況
を
示
す

書
類
の
金
額
は
、
基
金
出
納
簿
及
び
証

書
類
と
符
合
し
、
計
数
は
正
確
な
も
の

と
認
め
ら
れ
た
。

当
年
度
は
極
め
て
良
好
な
財
政
状
況

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
経
済
は
引

き
続
き
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
、
来
年
度
以
降
は
再
び
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
財
源
を
確
保
し
、
市

民
の
多
様
か
つ
高
度
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
政
の

一
層
の
効
率
化
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

審
査
に
付
さ
れ
た
決
算
諸
表
は
、
地

方
公
営
企
業
法
そ
の
他
関
係
法
令
に
準

拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
計
数

は
正
確
で
あ
り
、
関
係
諸
帳
簿
と
合
致

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

決
算
諸
表
は
、
水
道
事
業
の
経
営
成

績
及
び
財
政
状
態
を
適
正
に
表
示
し
て

い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

監
査
委
員
　
鈴
木
昭
司
　
桜
井
和
実

教
科
書
採
択
の

総
括
を

平成13年度一般会計

十
月
四
日
の
本
会
議
で
、
七
人
の
議
員
か
ら
決
算

の
認
定
に
対
す
る
賛
否
の
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
　
育
　
費

吉
祥
寺
周
辺
の
臭

気
調
査
の
結
果
は

下
水
道
事
業
会
計

増
圧
直
結
給
水

方
式
の
評
価
は

水
道
事
業
会
計

市民の立場に立った
行政運営を

たき美世子議員（賛成）
社会民主党・市民会議を代表し、
平成13年度一般会計・４特別会
計、水道事業会計決算に賛成する。
新しいサービスを提供しても利用
者が少ないものは、調査等を行い、
利用者をふやす工夫が必要である。
また、市内業者を優先した入札制
度、近い場所での緊急ショートス
テイの確保、利用者本位のデイサ
ービスの提供、心身障害児学級の
土曜・放課後の対応等、市民の立
場に立った行政運営を要望する。

豊かな財政力を
市民が要望する施策に活用せよ

河原しゅう議員（反対）
日本共産党武蔵野市議団を代表
し、両議案に反対する。この決算
は、豊かな財政力を市民本位に活
用し、明朗・透明で無駄のない効
率的な財政運用を行うという点か
らは批判せざるを得ない。財政運
営や予算編成と資金運用のあり方、
情報公開や行政執行への姿勢、地
域経済振興策や雇用創出支援への
鈍感な姿勢、子ども対策や教育分
野での市民要求の無視など、指摘
した問題点の是正を強く求める。

市民の負担軽減にむけ
緊急課題を優先せよ

新井くみ子議員（反対）
市民の党を代表し、2001年度決算
及び水道事業会計決算に反対す
る。法人市民税増収分を吉祥寺ま
ちづくり基金に充てたことや、補
助金・市長交際費の見直し、入札
制度改革、学童クラブ事業、土地
購入価格の公表などに消極的なこ
とは問題である。無駄を削り、緊
急課題を優先して取り組むことを
求める。水道事業会計についても、
繰越金を市民の負担軽減に利用し
ておらず、問題である。

厳しい状況下で
市民ニーズに対応

田中節男議員（賛成）
自由民主クラブを代表し、平成13
年度一般会計・４特別会計、水道
事業会計決算に賛成する｡厳しい
状況の中、職員定数や経常経費の
削減、将来必要となる施策への基
金積み立て、高い市税徴収率等を
評価する。レモンキャブ事業や
０１２３はらっぱ、ストリートス
ポーツ広場等も好調だ｡武蔵境の
まちづくり、ムーバス新路線等に
は今後とも万全に取り組んでいた
だきたい｡

市民福祉のための
施策を評価

露木正司議員（賛成）
民主・市民ネットを代表し、平成13年
度一般会計・４特別会計、水道事業
会計決算に賛成する。不況下にもか
かわらず、市税の徴収率が法人市
民税の臨時的収入を除いても前年
度を上回り、評価する。基金合計額
が、前年度より大幅増になったが、
何の目的で積み立てているのか市
民にわかりやすく説明されるよう要
望する。多種多様な施策が実施さ
れ、概ね市民の福祉向上のために
適切な執行がなされたと判断する。

少子・高齢化見据えた
施策を要望

赤松　清議員（賛成）
市議会公明党を代表し、平成13年
度一般会計・４特別会計、水道事
業会計決算に賛成する｡長引く不
況の中で、市民にこたえた新規事
業・レベルアップ事業の成果、市
民参加による市民福祉の向上、歳
出の内容、各種財政分析状況、市
税徴収率等を評価する。要望とし
て、基金のあり方や介護保険の
ＰＲ、若年者雇用、健康公園づく
りへの取り組み等を求め、認定に
賛成する｡

行政サービス、全国で１位
少子化対策を高く評価

寺山光一郎議員（賛成）
市民クラブを代表し、平成13年度
一般会計・４特別会計、水道事業
会計決算に賛成する。厳しい経済
情勢の中、市民のための多様な施
策が着実に実施された。ＮＴＴか
らの法人市民税の歳入をもとにし
た吉祥寺まちづくり基金、学校施
設整備基金の新設を評価する。日
経新聞等の調査で少子化対策が高
く評価され、行政サービス度で全
国１位だったことも、市長と職員
の努力の賜物と考える。

審査した特別委員

平成13年度決算審査にあたった特
別委員の氏名は次のとおりです。

◎忠地　幸寿　○島崎　義司
松本　清治　　河原しゅう
田中　節男　　たき美世子
露木　正司　　新井くみ子
中里　崇亮　　寺山光一郎
赤松　　清　　

◎印 委員長　　○印 副委員長

監
査
意
見

▲耐震性に問題のあった大野田小学校の
建てかえが始まる

▲商工会館1階の地域情報コーナーは
インターネット利用者やイベント開催などでにぎわっている

▲ストリートスポーツ広場は若者に大人気！
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第3回定例会で、1日目、2日目の9月5日、6日、市政全般について、
１７名の議員から一般質問が行われました。この中から質問項目を要約
して掲載します。詳しくは、各市立図書館、各コミュニティセンター、
市役所の市政資料コーナーに置いてある会議録（11月下旬発行予定）、
または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第3回定例会分は11
月25日登録予定）でご覧いただけます。

※一般質問とは、議員がその属する地方公共団体の行政全般にわたり、執行機関に対し、事務の状況及び将来に
対する方針等について所信を質し、あるいは報告を求め、または疑問を質すことをいいます。

http://kensakusv.city.musashino.tokyo.jp/kaigiroku/
詳しい内容はこちらのアドレスから検索いただけます。

住基ネットの
セキュリティは万全か

山本　敏男議員
問 現在住基ネットにある情報は4つだが、
電子政府構想が定着すれば、利便の名のも
とに多数の情報が扱われるのは明らかだ。
本事業の管理運営について市長の見解は。
答 東京都市長会から総務省に対して、シ
ステムの運用について申し入れをした。こ
れを受けて調査運営委員会の設置が決まっ
たが、今後とも意見を具申していきたい。
問 なりすまし事件の防止策として、本人
確認の徹底をするべきではないか。
答 十分注意したいが、当面10月から、戸
籍について進めていくつもりだ。
このほか、住基ネット第2次稼動におけ

る市民説明等についての質問がありました。

学校・コミセンを
バリアフリーに

小林　清章議員
問 改正ハートビル法で学校等のバリアフ
リーが努力義務となる。この趣旨を踏まえ、
今後、耐震改修工事にあわせて学校の軽微
なバリアフリー化とコミセンのバリアフリ
ー化を行っていくことについて見解は。
答 学校の軽微な改修はやっていきたい。
コミセンについては、貴重な提言として承
り、研究してみたい。
問 市営北町第１住宅は、築40年となる。
この際、建てかえを検討してはいかがか。
答 耐震上、安全かどうかを考えて判断
し、研究していきたい。
このほか、吉祥寺地域の駐輪場などにつ

いての質問がありました。

元気高齢者の
活躍の場をつくっては

金子　武議員
問 少子・高齢化の中、実質的な社会貢献
の場として、高齢者によるボランティアや
労働力を提供するシステムを構築し、ネッ
トワーク化していくべきと考えるが所見は。
答 貴重な御提言として承りたい。
問 調査によれば、日本の生徒は2割しか
先生を尊敬していない。教育長の見解は。
答 学校教育は教師と子ども、保護者との
信頼関係があってこそ成り立つものだ。今
後も学校と一体となり努力していきたい。
問 一律となっている公務員給与だが、自
治体の実態等に応じた差があるべきでは。
答 人事院勧告制に依拠しつつ、配慮しな
がら反映させていきたい。

学校給食食材の
遺伝子組みかえ検査を

古林　わか子議員
問 遺伝子組みかえ食品の摂取による将来
の危険性や表示に対する信頼性について、
消費者は食品の安全性に不安を抱いてい
る。遺伝子組みかえ作物の割合について、
年に一度くらい検査してみてはいかがか。
答 来年度の予算編成で教育委員会と協議
し、一定の検査を行うよう努力したい。
問 ここ数年の7月の暑さは異常ともいえ
る。小・中学校の教室にせめて扇風機を設
置すべきと思うが、どうか。
答 どうやって温度を下げるかについて
は、扇風機も含めてよく研究してみたい。
このほか、残留農薬問題、小・中学校の

絶対評価についての質問がありました。

人権が尊重される
社会基盤整備を

田辺　あき子議員
問 現在、全国に約800館の女性関係施設
が設置されているが、その機能を果たすに
は、地域での女性の活躍が必要だ。同時に、
行政に対しても女性総合相談窓口を設置す
るなどの具体的な施策が求められると考え
るが、本市の女性行動計画の方向性を伺う。
答 推進会議の成り行きを見つつ、女性総
合相談窓口も貴重な提案として検討する。
問 社会体育施設の障害者利用について、
NPO団体等によるスポーツ介助を行うな
ど、真のバリアフリー化を求めるが見解は。
答 需要があるかを見ながら、研究したい。
このほか、幼保一元化、産後ヘルパー派

遣事業についての質問がありました。

入札制度改革で、
経費節減の努力を

露木　正司議員
問 横須賀市は入札制度改革を行った結果、
落札率は低下し、契約差金が倍増した。本市
も、経費節減のため、入札制度改革を進める
必要があるのではないか。
答 横須賀市の改革は参考にしていきたい。
問 電子入札制度は､談合防止に効果がある
が､研究はどの程度進んでいるのか｡また､電
子入札に対する市長の見解について伺う。
答 東京都に職員を派遣して研究しており、
今後の成り行きを見守りたい。電子入札制度
のメリットは分かるが、普及・徹底していな
い段階での導入は難しい。
このほか、個人情報の漏えい防止対策につ

いての質問がありました。

自治法改正後の
諸施策を問う

赤松　清議員
問 地方自治法の改正に伴う本市と東京都
との関係について、①施行後、法2条5項関
係についてどのような協議をしたのか②区
部と多摩の警察署や保健所等の設置数の格
差問題は、自治体が出先機関や公共施設と
議論を積み上げて都と交渉すべきと考える
が対応は③杉並区で行うＮＰＯ基金への評
価と今後の取り組みは④行政・企業・市民
セクターの協働を進めるべきではないか。
答 ①②警察や保健所等、出先の機関とは
さまざまな議論を積み重ねている③よく研
究したい④従来から先駆的に行っている。
このほか、若年者雇用の取り組みについ

ての質問がありました。

ハバロフスク市青少年交流団15名が、7月30日～8月6日
に本市を来訪され、長野県川上村でのジャンボリー参加や、
ホームステイ等を通して、交流を深めました。

行政運営の効率化と
景気回復の推進を

松本　清治議員
問 三鷹･立川間連続立体交差事業につい
て試算されるコストは。
答 約2,000億円だったのが1,750億円と試算
され10％以上下がった。
問 ＰＦＩ※方式には、事業費総額の削減等の
メリットが挙げられるが、①学校建てかえ事業
②農水省食糧倉庫跡地利用事業のそれぞれ
について、ＰＦＩ方式がなじむものかどうか、市
長の見解は。
答 ①興味深いが、スピードを要する事業であ
り、なじみにくい。②一つの選択肢であり、問題
提起と受け止める。
このほか、市の財政援助団体の経営手法等
についての質問がありました。

地域のミニ防災拠点として機能する東町防災広場が8月3
日オープンしました。記念式典では、自主防災組織による
放水も行われました。
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スクールカウンセラー
の充実を望む

寺山　光一郎議員
問 不登校の小・中学生が増加し、生徒、
親、教師のためにも、中学校のスクールカ
ウンセラーの充実を望むが、所見を伺う。
答 今年度より全中学校にカウンセラーが
配置された。今後、保護者との相談や教職
員の研修等十分に活用するよう努力したい。
問 都で公立中高一貫教育校を新設する計
画が示され、都立武蔵高校も一貫教育校と
して挙げられているが、市内の児童が入学
しやすいなど有利な点はあるのか。
答 通学区域は都内全域が対象だ。希望枠
については検討委員会の中で検討したい。
このほか、地域子ども館、吉祥寺駅周辺

の駐輪場についての質問がありました。

すべての市民に
安全でおいしい水を

松村　勝人議員
問 本年4月から、中高層建物でも増圧直
結給水設備を設置することにより、直結給
水が可能となった。増圧直結給水方式によ
って、安全でおいしい水を飲めることを
ＰＲすべきと考えるが見解を。
答 水道週間や試飲水等でＰＲに努めたい。
問 受水槽を使用している件数と世帯数は。
また、受水槽の清掃、増圧直結方式の切り
かえのために補助金を出す考えはあるか。
答 2,962件で31,000世帯。基本的には個
人所有のものだ。今後どうするかは検討し
たい。
このほか、学童クラブ、放課後・土曜日

の全児童対策についての質問がありました。

都会高温化の中、
教室に冷房を

忠地　幸寿議員
問 大野田小学校の改築により、新校舎の
完成が待たれているが、近年の都市部での
気温上昇や、災害時には避難場所として一
時的な生活空間となること等を考慮し、教
室を冷房化すべきと考えるがいかがか。
答 検討委員会の推移を見ていきたい。
問 都市で問題となっているヒートアイラ
ンド現象に対して、屋上緑化は建物の熱吸
収を抑え、省エネに威力を発揮する。本庁
舎の屋上緑化や条例化を検討してはどうか。
答 本庁舎の緑化は、設計等の問題があり、
難しい。条例化についてはよく研究したい。
このほか、ゆとり教育、ピッキング被害

等について質問がありました。

安全な暮らし
サポート体制充実を

たき　美世子議員
問 西久保コミセン入口の車椅子用スロープ
は勾配がきついが、改修の予定はあるか。
答 古い建物であり、改修は難しい。
問 高齢者の外出時の緊急通報用として、Ｇ
ＰＳ※を活用した双方向で会話できるシステム
の研究・開発を求めるが見解を伺う。
答 携帯電話等は、ある程度のけた数を押さ
ねばならない。より簡便な方法を研究したい。
問 市に集まる情報を活用し、在宅介護支援
センターでひとり暮らし高齢者に対する見守り
ネットワークを構築してはいかがか。
答 本人の発意を尊重しつつ研究したい。
このほか、三鷹駅エレベーター・下りエスカ

レーター設置進行状況の質問がありました。

小・中学校の普通教室
に冷房設備を

梶　雅子議員
問 近年、夏の暑さが厳しくなっているが、
学校の普通教室には冷房設備がない。扇風
機の設置も含め、冷房設備を設置できない
か。また、学校のトイレを洋式にし、スペ
ースも広くすることを求めるがいかがか。
答 地球環境や力強い子どもを育てる観点
から、単純に冷房をつければよいという問
題ではないので、よく研究したい。トイレ
は学校新築時などに十分検討したい。
問 西友に駐車場として貸している土地を
立体利用し駐輪場としても利用できないか。
答 効率的に利用できるか研究したい。
このほか、吉祥寺南口暫定広場について

の質問がありました。

介護保険制度
負担料軽減と施設の整備を

山本　ひとみ議員
問 交通バリアフリー基本構想について、
①計画策定にあたり障害者の参加が少ない
のでは②駅のみならず、公共施設のバリア
フリー化も必要と考えるが､見解を。
答 ①現状で十分だ②進めたい。
問 介護保険制度について、①保険料の未
払い件数は②ケアハウスや特養などの施設
整備も必要では③保険料減免へ制度創設や
利用料減額の適用拡大は考えられないか。
答 ①延べ420件②今後とも計画的に整備
していきたい③考えていない。
このほか、住基ネットへの市独自の対応

の必要性等について質問がありました。

市民の個人情報の
外部接続再考を

新井　くみ子議員
問 住民基本台帳ネットワークシステムにつ
いて、①このシステムの持つねらい、市民の
利便性をどう考えるか②情報管理やプライバ
シーを保護するため、参加を再考すべきでは
ないか。また、自己情報を自分の管理下に置
きたいという市民の要求に応じる考えはある
か③個人情報の流出・不正使用等が発生しな
いよう、個人情報保護条例改正などの自衛策
を講じる考えはないのか。
答 ①転出入の手続が一度で済んだり、国の
事務に住民票の添付が必要なくなるなど、大
きな利便性が出ると考える②法律上の義務で、
遵守が基本であるため、その考えはない③何
が有効か総合的に研究したい。

湖南衛生組合の
将来の展望は

与座　武議員
問 湖南衛生組合は、し尿搬入量の経年変
化や施設の老朽度合等、事業の現状を踏ま
えて将来の計画を立てるべきと考えるが、
事業の民間委託や組合の広域化、施設の新
設等、計画の方向性を伺う。
答 難しいところだが、よく研究したい。
問 施設周辺の開発が進む中で、施設用地
の利活用等について、組合事業をリードし
てきた本市の明確な方針を求める。
答 財産の処分は、組合にとって極めて重
大な行為である。協議中であるが、組合を
構成する5市で論議していきたい。
このほか、プレセカンドスクール実施の

検討等についての質問がありました。

吉祥寺市政センター跡地に建設予定の吉祥寺シアター（仮称）の設計者
選考会が8月11日、一般公開で開催されました。100人を越える傍聴
者が見守る中、建築家6名によるプレゼンテーションが行われました。

8月11日、ルーマニアのブラショフ市において、武蔵野市
との交流10周年を記念し、両市民団によるさまざまな文
化交流イベントが開かれ、大勢の参加者で賑わいました。

市制施行55周年記念事業の一環として、11月23日に朗
読劇「武蔵野の黎明

あけぼの

」が行われます。市民公募で集まった
出演者・スタッフにより熱心な稽古が進められています。

来年改定の
介護保険料はいくらに

本間　まさよ議員
問 来年4月の介護保険料改定の考え方は。
介護保険料の減免を強く求めるがいかが
か。また、くぬぎ園を特養に転用できないか。
答 現在、介護保険事業計画を策定中で、
その内容により保険料は変わるが3,700円
ぐらいになるのではないか。保険料の減免
は制度の根幹に関わる問題であり考えてい
ない。くぬぎ園についてはよく研究したい。
問 市制施行55周年記念事業の一つで、元
市議会議員等を対象とする箱根奥湯本で行
う「市政功労者交歓会」の中止を求める。
答 市政功労者条例の趣旨に基づき行う。
このほか、都の福祉施設に対する「取り

組み方針」についての質問がありました。
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第3回定例会で可決された意見書は5件で、
政府等へ提出されました。
その要旨は次のとおりです。
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都
立
武
蔵
高
等
学
校

定
時
制
課
程
の
存
続
に

関
す
る
意
見
書

東
京
都
教
育
委
員
会
が
６
月
に
発

表
し
た
都
立
高
校
の
新
配
置
計
画
案

で
は
、Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
新
宿
か
ら
武
蔵

境
ま
で
の
間
の
夜
間
定
時
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普
通
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を

す
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、
か
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昼
夜
間
定
時
制
高
校
を
設
置

す
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。
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を
は
じ
め
と
し
た
民
間

福
祉
施
設
へ
の
補
助
や
、
都
立
福
祉
施

設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
都
が
検
討
す
る

際
は
区
市
町
村
と
協
議
し
、
区
市
町

村
の
意
見
を
十
分
に
尊
重
す
る
こ
と
。

（
東
京
都
知
事
あ
て
）

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致

事
件
の
真
相
の
徹
底
解
明
を

求
め
る
意
見
書

次
の
事
項
を
北
朝
鮮
に
対
し
て
強
く

求
め
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

一．
政
府
調
査
団
に
よ
る
拉
致
の
詳
し
い
経

過
の
解
明
を
目
的
と
し
た
査
察
の
実
施

二．
日
本
側
監
察
医
に
よ
る
死
亡
と
さ
れ

た
被
害
者
の
死
因
の
特
定

三．
遺
体
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
実
施

四．
北
朝
鮮
で
生
存
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う

拉
致
被
害
者
の
原
状
回
復

五．
被
害
者
と
家
族
に
対
す
る
北
朝
鮮
の

謝
罪
と
補
償

今
後
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
は
、
北
朝
鮮

の
対
応
を
慎
重
に
見
極
め
、
冷
静
か
つ

厳
格
な
態
度
で
臨
み
、
安
易
な
妥
協
は

決
し
て
す
る
こ
と
な
く
、
納
得
で
き
る
解

決
を
望
む
。（

内
閣
総
理
・
外
務
大
臣
あ
て
）

With you vol.3
地域の実情に応じた福祉活動を進める団
体やNPOに対し、市が年間1,000万円以内
で補助を行うテンミリオンハウス事業。こ
の事業のこども版として、NPO法人ひまわ
りママの運営により、昨年11月に開設され
たのが「あおば」です。市民の方から提供
された住居を活用して、一時・宿泊保育や
育児相談、育児情報の提供等、多様なニ
ーズに対応しています。

▲ルーマニア・ブラショフ市交流　10周年記念式典に参加
8月11日、ブラショフ市（ルーマニア）との交流10周年記念式典がブラショフ市で行なわ
れました。議長ほか5人の議員団を初め、土屋市長、市民団が式典に参加しました。
将来に向け、より一層の交流が期待されます。

▼忠州市議会議員来訪
8月5日、金男中（キム・ナムジュン）議長を始めとする、韓国忠州市
議会議員及び職員18名が来訪されました。忠州市と武蔵野市は、
職員相互派遣研修、女性交流団、議会の相互訪問等、交流を進めて
います。

議案の審議（可決）結果一覧�

議会ダイヤル�
自由民主クラブ 60-1884
民主・市民ネット 60-1889
市民クラブ 60-1885
市民の党 60-1890

議会ダイヤル�

各会派議員控室の直通電話番号です�

市議会公明党 60-1887
日本共産党武蔵野市議団 60-1888
社会民主党・市民会議 60-1886

TEL 0422-60-1883
E-mail OFC-GIKAI@city.musashino.tokyo.jp
HomePage http://www.city.musashino.tokyo.jp/assembly/index.html

議会事務局�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

第3回定例会
【市長提出議案（18件）】
● 専決処分の承認を求めることについて（武蔵野市市税条例の一部を改正する条例）……承認（全会一致）
※法人税において連結納税制度が創設されたことに伴い､関連する地方税法の改正が行われ、市税条例を
改正する必要が生じ、議会を招集するいとまがなかったため専決処分したものの承認を求めるもの

● 武蔵野市名誉市民の選定の同意について ……………………………………………………同意（全会一致）
※市制施行55周年を記念して、武蔵野市名誉市民に、医師で武蔵野市立高齢者総合
センター所長の山 倫子氏を名誉市民に選定することの同意を求めるもの

● 武蔵野市議会市政調査研究費の交付に関する条例の一部を改正する条例 ………………可決（全会一致）
● 武蔵野市監査委員に関する条例の一部を改正する条例 ……………………………………可決（全会一致）
※地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、住民監査請求の対象となった行為の
停止勧告の公表等に係る規定を設けるなど、所要の改正を行うもの

● 武蔵野市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 …………可決（賛成多数）
● 武蔵野市市税条例の一部を改正する条例 ……………………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市学童クラブ条例の一部を改正する条例 ……………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市乳幼児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ……………………可決（全会一致）
● 武蔵野市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ……………可決（賛成多数）
● 武蔵野市立高齢者総合センター条例の一部を改正する条例 ………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市立北町高齢者センター条例の一部を改正する条例 ………………………………可決（全会一致）
● 市道路線の認定について ………………………………………………………………………可決（全会一致）
● 武蔵野市庁舎空気調和設備改修に伴う蒸気管敷設等工事請負契約 ………………………可決（全会一致）
● 平成14年度武蔵野市一般会計補正予算（第２回）…………………………………………可決（賛成多数）
● 武蔵野市国民健康保険条例の一部を改正する条例 …………………………………………可決（賛成多数）
● 平成13年度武蔵野市決算の認定について …………………………………………………認定（賛成多数）
● 平成13年度武蔵野市水道事業会計決算の認定について …………………………………認定（賛成多数）
● 東京地方裁判所平成14年（行ウ）第119号文書非開示決定取消請求事件判決に
係る控訴の提起について ………………………………………………………………………可決（賛成多数）
※「情報公開委員会公募委員応募者の小論文を非開示とした決定」の取消請求事件の
判決に対し、控訴を行うにあたって地方自治法にもとづき議会の議決を求めるもの

【議員提出議案（5件）】
● トラック輸送における安全確保と公正取引等に関する意見書 ……………………………可決（全会一致）
● 私立小･中学校就学者に対する教育費助成に関する意見書…………………………………可決（全会一致）
● 都立武蔵高等学校定時制課程の存続に関する意見書 ………………………………………可決（全会一致）
● 東京都の福祉サービス提供主体経営改革への取り組みに関する意見書 …………………可決（賛成多数）
● 北朝鮮による日本人拉致事件の真相の徹底解明を求める意見書 …………………………可決（全会一致）

Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
も
行
わ
れ
た

▲

ブ
ラ
シ
ョ
フ
市
役
所
訪
問

▲

ル
ー
マ
ニ
ア
の
民
族
舞
踊

▲

左
よ
り
金
議
長
、
井
口
議
長

▲

次
の
事
項
を
要
望
す
る
。

一．
運
送
事
業
者
が
過
労
運
転
、
過
積
載

等
を
起
こ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
安
全

で
適
正
な
運
送
取
引
を
荷
主
に
対
し

指
導
す
る
こ
と
。

二．
優
越
的
地
位
の
乱
用
に
よ
る
協
力

金
の
要
請
等
、
不
公
正
な
運
送
取
引

を
是
正
す
る
よ
う
荷
主
に
対
し
指
導

す
る
こ
と
。

ほ
か
一
項
目
。

（
内
閣
総
理
・
総
務
・
厚
生
労
働
・
経
済

産
業
・
国
土
交
通
・
環
境
大
臣
あ
て
）

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る

安
全
確
保
と
公
正
取
引
等
に

関
す
る
意
見
書

次
の
事
項
を
要
望
す
る
。

一．
運
送
事
業
者
が
過
労
運
転
、
過
積
載

等
を
起
こ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
安
全

で
適
正
な
運
送
取
引
を
荷
主
に
対
し

指
導
す
る
こ
と
。

二．
優
越
的
地
位
の
乱
用
に
よ
る
協
力

金
の
要
請
等
、
不
公
正
な
運
送
取
引

を
是
正
す
る
よ
う
荷
主
に
対
し
指
導

す
る
こ
と
。

ほ
か
一
項
目
。

（
内
閣
総
理
・
総
務
・
厚
生
労
働
・
経
済

産
業
・
国
土
交
通
・
環
境
大
臣
あ
て
）

児
童
生
徒
は
自
分
の
個
性
に
合
っ

た
学
校
を
選
び
、
学
習
す
る
権
利
が

あ
り
、
独
自
の
教
育
を
展
開
し
て
い

る
私
立
学
校
が
こ
う
し
た
意
味
で
も

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
父
母
に
と
っ

て
学
費
負
担
は
著
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
私
立
小
・
中
学
校
就

学
者
に
対
す
る
教
育
費
の
助
成
措
置

を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

（
財
務
・
文
部
科
学
大
臣
、
東
京
都
知
事
あ
て
）

私
立
小
・
中
学
校
就
学
者
に

対
す
る
教
育
費
助
成
に

関
す
る
意
見
書

児
童
生
徒
は
自
分
の
個
性
に
合
っ

た
学
校
を
選
び
、
学
習
す
る
権
利
が

あ
り
、
独
自
の
教
育
を
展
開
し
て
い

る
私
立
学
校
が
こ
う
し
た
意
味
で
も

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
父
母
に
と
っ

て
学
費
負
担
は
著
し
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
私
立
小
・
中
学
校
就

学
者
に
対
す
る
教
育
費
の
助
成
措
置

を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

（
財
務
・
文
部
科
学
大
臣
、
東
京
都
知
事
あ
て
）


